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二
〇
〇
九
年
十
二
月
十
二
日
、

蔵く
ら
も
と
ど
お
り
し
ぼ
う

本
通
支
坊
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

心
の
問
題
は
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を

か
け
る
こ
と
が
大
事
で
す
が
、
忙

し
い
人
の
た
め
に
企
画
さ
れ
ま
し

た
。
時
間
に
限
り
が
あ
る
も
の
の
、

自
分
の
心
に
向
き
合
う
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
体
験
も
し
、
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
も
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
身
に
つ

け
よ
う
と
い
う
欲
張
り
な
企
画
で

す
。
二
〇
一
〇
年
七
月
に
は
、
第

二
回
を
広
島
市
法ほ

う
こ
う
じ

光
寺
で
も
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
お
た
ん
や
は
、「
水

す
い
し
ょ
う鷦

の
会
」
一
周
年
を
記
念
し
て
ト
ー

ク
＆
ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
し
た
。

水
鷦
の
会
は
、
西
教
寺
衆し

ゅ
と
し
ゃ
く

徒
釋

水
鷦
こ
と
前
川
た
え
こ
さ
ん
と

交
流
す
る
会
。
蔵

く
ら
も
と
ど
お
り
し
ぼ
う

本
通
支
坊
で

毎
月
開
い
て
い
る
。
ト
ー
ク
＆

ラ
イ
ブ
の
前
半
は
、
釋
水
鷦
さ

ん
の
「
一
年
間
の
お
育
て
を
頂

ち
ょ
う
だ
い戴

し
て
」。
後
半
は
、
新に

い
や屋

ま
り

さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
。
新

屋
さ
ん
は
、
広
島
を
拠
点
に
活

動
す
る
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
。
釋
水
鷦
さ
ん
を
歌
っ
た

「
白

び
ゃ
く
れ
ん

蓮
」
や
「
生
か
さ
れ
て
」
な

ど
を
熱
唱
さ
れ
ま
し
た
。

年
が
明
け
て
長
ノ
木
本
坊
修

正
会
（
お
正
月
）「
ご
流
盃
」

の
様
子
。
お
寺
で
皆
で
お
酒

を
飲
む
の
は
真
宗
な
ら
で
は
。

大
逮
夜
（
お
お
た
い
や
・
一

月
十
五
日
夜
）
は
、
恒
例
の

残
ロ
ウ
を
使
っ
て
長
ノ
木
本

坊
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
。

法事聴聞って何？

２０１０年２月１１日、阿賀称名寺
門徒石橋家の法事聴聞（法事説教）
の様子。法事のご当家が施主となり、
ご講師をお招きして法座を開く。親
戚だけではなく、血縁を超えて広く
誰でもがお参りできる形式。ご講師
は信楽峻麿先生。参詣者は２００名
を超えた。仏法弘まれ。

　おたんや　

ご正當報恩講

会
の
様
子
。
講
師
は
松
岡
宗
淳

先
生
（
龍
谷
大
学
心
の
相
談
室

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・
臨
床
心
理
士
）

真
宗
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

一
日
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

〔
西
教
寺
修
了
者
〕
青
木
正
行
・
佐
々
木
信

子
・
濱
崎
清
子
・
平
本
俊
二
・〔
準
修
了
者
〕

河
野
和
俊
・
国
分
信
子
・
筒
本
縁
・
桧
垣

篤
子
・
村
高
千
彩
子
・
宇
野
順
子
（
敬
称
略
）

中原大輝さん日曜学校ご卒業おめでとう 2010.3.6.

安芸南組第５期連研修了式　２０１０年３月１３日

釋水鷦さん（写真上）と新屋まりさん（写真下）

中
原
さ
ん
は
前

列
左
か
ら
三
番

目
↓


